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はしがき
　ここに訳出するものの原書は、Teaching Visual 
Culture : Curriculum, Aesthetics, and the Social 
Life of Art (Teachers College Columbia University, 
2003)であり、今回はこのうちの序文を訳出する。
　著者ケリー・フリードマン（Kerry Freedman）は、
北イリノイ大学（NIU）の芸術・教育の教授である。
著者紹介には次のようにある。
　「彼女は、小学校から大学に至るすべての段階で
芸術を教えてきた。教育経験は25年を越えている。
フリードマン教授の研究は、社会および文化に対し
てカリキュラムがどうかかわるかに焦点化される。
最近は、ヴィジュアル・アートへの学生の関与と、
教育におけるポストモダンの諸条件に研究を集中し
てきた。」１）
　著者紹介からも推察されるとおり、本書は美術教
育を専門とする立場からヴィジュアル・カルチャー
（視覚文化）の教育について書かれたものである。
　周知のとおり、美術はヴィジュアル（視覚的）な
手法を用いて展開されてきた表現活動である。この
ことから、本書のテーマであるヴィジュアル・カル
チャーを美術教育が教育的課題として引き受けるこ
とは当然のことのように思える。しかし、現代社会
において主要な位置を占めるヴィジュアル・カル
チャーは、多くの可能性と同時に、文化的、政治的、
経済的等々の多様な問題も孕んでおり、その対象も
領域も、従来、美術教育が想定してきた「美術」を
はるかに上回ってしまうということは否めない。つ
まり美術教育がヴィジュアル・カルチャーを教育的
課題として引き受けることは、それほど自明なこと
ではないのである。
　こうした問題にもかかわって、美学・芸術学を専
門とする立場から、長田謙一は本書について次のよ
うに述べている。
　「[本書は－引用者補足]初等教育から高等教育の
基礎レベルまでの全学校種にわたってヴィジュア
ル・カルチャーを教育的課題として引き受け、理論
的かつ実践的・具体的に展開しようとする点で、美
術教育サイドからすると特筆すべき成果である。同
書は、ヴィジュアル・カルチャーを小学校レベル・
中学校レベル・高校レベルそして大学教養レベルの
各レベルに応じて問題化するのにふさわしい問題域
とその縦横のつながりをも具体的に示している。と
もするとあまりに広がったヴィジュアル・カル
チャーの世界を前にどこからどのように教育的実践
的にかかわればよいのか戸惑いが生じかねない日本
において、ヴィジュアル・カルチャー全般の研究を
美術教育課題へと接続し、ヴィジュアル・カルチャー
を美術教育課題として具体的に引き受けていく上で、
本書は具体的な手がかりのひとつとして吟味検討さ
れてよいであろう。」２）
　わが国で、ヴィジュアル･カルチャーを美術科の
教育課題として学習指導要領に正式に位置づけてか
ら、すでに10年余りの月日が経っているが３）、本課
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題への理論的・実践的な探求はこれから深められて
いかなければならない状況にある。そしてまた、本
課題への探求は、これまで美術教育が想定してきた
「美術」や「教育」のあり方を問い返し、新たな＜
美術＞＜教育＞像を構築することにつながっていか
なければならないだろう。そのための具体的な手が
かりとして、本書の訳出を試みる次第である。
序文
　本書は、幼児から成人に至るあらゆるレベルにお
いて、芸術と教育の交差する部分について書かれて
いる。ある意味で、芸術は教育そのものである。芸
術はコミュニカティヴなものであり、また他の手段
では到達することのできない世界の諸側面を理解す
るよう促す。ヴィジュアル・アート（視覚芸術）は
作品それ自体を表面的に見る仕方を教えさえする。
つまり、ヴィジュアル・アートの多くの例が、堅苦
しい説明ぬきに理解できる外観的な特徴をもってい
るのだ。これら視覚的な特徴は、人類が新たな視覚
環境の中で生物学的処理システムを用いて生き、適
応することを可能にしたものだ。この視覚的特徴は
人類の歴史のはじめの頃から人々が生きながらえる
ことを可能にしてきたものであり、現代では現実の
イメージを速やかに処理することを可能にしている。
幼い子どもたちでさえ、そうした外観上の視覚的な
特徴を理解することができる。しかし、そうした視
覚的な特徴は、ヴィジュアル・アートを芸術作品や
文化作品として定義するものではない。基礎になっ
ているフォルムを見て、それを解釈できるという事
実が、ヴィジュアル・アートを学的研究に値するも
のにしているのではないのだ。ヴィジュアル・アー
トを作品たらしめているのはむしろ、イメージや対
象をつくり出すことを可能にする人間の驚くべき能
力である。それは、他の人々が見たり、意味を創造
したり、価値に到達したいと欲するようなイメージ
や対象をつくりだす能力なのだ。ものを創りだす潜
在能力は、脳内にハード的に組み込まれてはいるが、
ヴィジュアル・アートを創造し、理解し、評価し、
批評する上で必要な諸技能や諸概念は学習されねば
ならない。
　ヴィジュアル・アートという複雑なものをつくっ
たり、それに適切に応答する学びの過程は、教育な
しには起こらない。教育を受けなければ、毎日目に
しているイメージやデザインされた物のうわべ以上
のものは得ることができないのだ。生徒たちが自ら
の視覚的な経験へのより深い理解に到達するとき、
彼らはうわべの感覚印象を批評的に見ることができ、
文化や社会や個々人のアイデンティティさえ形づ
くっているヴィジュアル・アートの重要性を深く考
え始めることができる。残念ながら、ほとんどの人
は思春期のはじめ以降は、正式な美術教育を受けず、
結局はヴィジュアル・アートに関する教育も受けず
じまいである。
　不十分な美術教育というのが問題なのだ。それは、
ヴィジュアル・アートが歴史的に重要だったからと
か、人類の表現の歴史として重要であるからという
理由だけではなく、現代の文化がよりヴィジュアル
なものでもあるからだ。グローバル化した文化は、
文章に基づいたコミュニケーションからイメージに
満ちあふれたものへと急速に変化してきている。
ヴィジュアル・カルチャーは、テレビ、美術館、雑
誌、映画館、広告、コンピュータ、ショッピングモー
ル等々で見ることができる。その勢力は圧倒的なも
のだ。結果として、ヴィジュアル・カルチャーの複
雑さを学ぶことは、人類の発展にとってさらに重要
になっており、芸術と教育の概念を変えることを必
要としている。
　本書は、ヴィジュアル・カルチャーによって教え
られることは何か、そして現代の民主主義やグロー
バルカルチャーの一員としてヴィジュアル・カル
チャーについて教えられるべきことは何かについて
書かれている。本書は二部構成になっている。前半
では、教育における美
ア ー ト
術を理論化することに焦点を
あてる。理論は、基礎と実践への原理を提供し、同
時に実践を通して理論がつくられる。美術教育のよ
うな研究領域は、理論が実践を案内し、理論が実践
に挑戦するような社会的な理論の形が必要とされる。
　美術教育を理論化することは困難を伴う。という
のは、それはしばしば対立する二つの実践の型を含
んでいるからだ。つまり、教育は予測可能な学習成
果を追求し、美術は予測不可能なものを追求する。
しかしながら、美術教育理論の寄与しうる可能性は
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翻　訳
非常に大きな広がりを持ち、理論の検討を公開し本
格的に行うことがきわめて重要である。歴史的に、
理論は芸術について考え語ることを支援するものと
して、美術界にとって重要であった。あふれかえる
ヴィジュアル・カルチャーによって、理論はその重
要性をますます増している。テクノロジーの進歩が
イメージの影響を一層感じられるものにしてきたか
らだ。前世紀、経験主義的研究に基づいた教育理論
は、実践への影響を増大させたが、実際はむしろ、
実践が理論に影響を及ぼしている。美術教育は、そ
のように理論に富んだ二つの基礎研究領域をもって
いるが、未だ理論化されていないように見える。と
いうのも、カリキュラムは豊かな理論の枠組みに基
づくものというより、しばしばそれぞれ孤立した技
能に基づく活動の連続であるからだ。美術教育のも
つ制度的限界は理論の力を拡充することを常に妨げ
るよう作用するだろうが、理論化への努力は、学生
の利益のための専門領域を維持するために、続けら
れなければならない。
　第１章では、すべての段階の教育に影響を及ぼす
専門領域として美術教育を考察した。また美術教育
は、ヴィジュアル・カルチャーという、より大きな
象徴的実践へとつながる社会的な生産形態の一つで
あるとも論じた。ヴィジュアル・カルチャーは個人
的、社会的自由を創造し、また反映する。結果とし
て、ヴィジュアル・カルチャーの性質や影響を考え
ることは、民主主義教育にとって重要なものになる。
そうしたわけで、教育制度の内外で、人々が芸術に
ついて何をどのように知るようになるかが重要にな
る。それが、文化的アイデンティティや政治経済、
個人の豊かさを形成するからである。
　理論的考察は第２章でも続くが、焦点はカリキュ
ラムにおける美学に移る。この章は、ヴィジュアル・
アートと美術教育における、形態と内容との関係に
関する諸理論の再考を含んでいる。現代美術のカリ
キュラムはポストモダン美学の問題に注意を向けな
ければならない。しかし、これは今なお続く近代的
な制度組織の文脈においては困難である。そうした
問題への教育者の応答があらゆるレベルにおける美
術教育の将来を形づくるだろう。カリキュラムは一
種の芸術的な形式であるが、それは科学的研究から
の借り物である。しかし、芸術教育は、教育科学が
何を見落としているのかを理解する手助けをするこ
とができる。結論としては、ポストモダン美学とい
う新プラグマティズムが美術教育のための美学とな
る。
　ヴィジュアル・カルチャーを教えるには、ヴィジュ
アル・アートと教育の哲学的、歴史的根拠が重要で
ある。哲学的根拠については第２章で論ずる。歴史
的根拠は第３章で示す。第３章ではまた、美術史分
野における近年の変化や、ポストモダンな学会の状
況に注意を向ける。教育的観点からは、歴史は過去
ではなく、過去についての物語であるということを
覚えておくことが重要である。過去、あらゆる段階
の教育において、そうした物語は主として西洋史で
あり、様式の歴史として描かれてきた。芸術の最も
重要な社会的、歴史的問題にはほとんど触れられて
いない。社会的考察の重要性は、美術教育では、作
る側と見る側の両方において、たいてい無視されて
きた。社会的な解釈に直面すると、それは絶えず人々
の心やイメージや言葉にそって行われてきた。結論
としては、ヴィジュアル・カルチャーの社会史は、
美術の教育的イメージをより豊かにするものと考え
られる。
　第４章では、美術、生徒の発達、認知の関わりに
ついて述べている。この章は、芸術の認知過程、分
散型認知、構成的学習理論など、知覚と意味に関す
る研究を一緒に扱っている。これらの学習に関する
見方は、認知の社会的側面を中心にしている。そこ
で、ヴィジュアル・カルチャーの教育・学習を理解
するうえで大いに役立つであろう。
　本書の後半では、前の章で検討した理論を引用し
て、アイディアから実践へと向かう。第５章では、
学校の内外での芸術についての解釈と表現について
論ずる。ヴィジュアル・カルチャーを教える方法を
再検討することが重要なのは、視覚的様式間の境界
が失われ、学習の基本に新しい解釈の可能性がもた
らされ、その結果カリキュラム開発において新しい
試みが生まれるからである。この章では、カリキュ
ラム開発の基本となる諸概念の分析へと注意を向け
る。
　一般教育におけるカリキュラムの概念づくりの方
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法が美術教育に示唆しうる点については、第６章で
論じる。ここでの重要事項は、文化を表現する一形
式としてのカリキュラムの構造とその問題点である。
教育のなかに民主主義の原則を維持することに関し
ては、ファイン・アートを強調する伝統的な議論と
対比しながら、生徒に文化資本を提供する方法を論
じる。ヴィジュアル・カルチャーという観点から見
ると、文化資本はハイ・カルチャーを知ることだけ
でなく、ヴィジュアル・カルチャー全般に関する社
会的責任を十分に知ることも含まれるような、たい
へん広い概念なのである。
　第７章では、本書を通じて述べてきた視覚技術に
焦点をあて、これを教授的視点から論じている。技
術は、ヴィジュアル・カルチャーを、文字形式の文
化より、ずっと容易に近づくことのできるものにし
た。教育的観点からも視覚技術の力は甚大であり、
浸透しつつあるヴィジュアル・アーツ（視覚諸芸術）
を学生が理解するためにも、きわめて重要である。
　第８章は、本書の結論であり、生徒の制作活動中
の批評的内省や批評が民主的過程として重要である
と論じている。この議論には、ヴィジュアル・アー
ツが表現、コミュニケーション、アイデンティティ
形成に関して、きわめて影響力のある手段となる
様々な事例が含まれている。
　本書は、この分野に関して多様な知的背景をもつ
学生や専門家を対象としており、そのため個々の理
論家の業績の分析よりも、諸理論の活用方法に焦点
をあてようとした。このことから、本書の二つの部
分を統合して、多様なレベルで分析を行うべきだと
考えた。この考えを支持してくれることを期待した
い。
　本書は、カリキュラムに関する現在の想定を批判
し、カリキュラム上つながりが絶たれた広範なヴィ
ジュアル・アーツの様式とアイディアを再結合しよ
うとする試みである。この結びつきの欠如は、教育
のすべての段階で現れ、ヴィジュアル・アーツ関連
の組織においても示されてきた。小中高の美術教育
の分離、それに学校での美術教育と他の文化的な場
（例えば、博物館、コミュニティのプログラム、ウェッ
ブ）との分離は長いこと問題を抱えてきた。科目の
境界線は、従来は主としてメディア技術の相違に
よって引かれていたが、多くの専門的芸術家が定期
的にメディアを切りかえる今日では、それはあまり
意味をもたなくなっている。また、美術が大衆芸術
から分離して、両者の結びつきを学ぶ機会も減少し
ている。ヴィジュアル・カルチャーに関する知識を
前進させるには、教育のあらゆるレベルでの基礎作
り、すなわちヴィジュアル・カルチャーのフォルム、
アイディア、プロセス等に関する分析や統合が必要
になる。
註
１） Teaching Visual Culture : Curriculum, 
Aesthetics, and the Social Life of Art ( Teachers 
College Columbia University, 2003), p.189
２） 長田謙一「連載　＜美術／教育＞の扉をひらく
－新しい社会文化システムの中へ－　第４回　
視覚文化（ヴィジュアル・カルチャー）のなか
で」『美育文化』vol.59　no. ４所収、2009年７月、
p.68
３） 平成11年に改定された高等学校の学習指導要領
から、美術の内容に「映像メディア表現」が新
設された。中学校では、平成10年に改定された
学習指導要領において「映像メディア表現」が
導入された。
